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人影の ない 夕暮の 砂浜 を、 た、 V 一人、 歩いて ゐるこ 

とが 好きでした。 

それ は 私の 感傷 癖と 別に 関係 はない やうです。 水と 

空と を 包む 神秘な 光に 心 を 躍らせる 外、 一 向 追憶め い 

た 追憶に ふける わけで もなかつ たのです から。 まして、 

月が 波の 上に 出る の を 待って、 ロマンスの 一節 を 口吟 

む ほど 甘美な リヽシ ズムを も 持ち合せて ゐ ない 私な の 

てす 力ら 

が、 然し、 それ は、 私の 空想 癖と は 密接な 交渉が あ 

るら しく 思 はれます。 なぜなら、 あの 岩角に 当って 砕 

なみ 

ける 濤の 姿から、 常に 一 つの 連想 を 呼び 起し、 渺茫た 



る 水平線の 彼方に、 ゃゝも すれば 奇怪な 幻影 を 浮び 出 

させる のがお きまりだった からです。 

憂愁 を 歌った 世界 最初の 詩人、 シャト ォブリ ヤンの 

みぎ は 

墓から 汀つ、 V きに、 「エメラルドの 浜」 と 呼ばれる ブ 

ルタァ ニュの 北海 岸、 そこ は 河原 撫子の 乱れ 咲く ラ- 

ギモ レエ の 岬な のです。 

ホテルと は 名ば かりの 宿に、 私 一人が 客でした。 

「何し にこん な処へ 来な すった」 主人 は 私の 顔 を 見る 

たんびに、 かう 訊ね かけた ものです。 

それでも、 麦の 穂が 黄ばむ 頃になる と、 松林 を 背に 



私 は、 わざと 驚いた 振り をして 見せました。 彼女 は、 

大声に 笑 ひながら 龃け 出しました。 

さう さう、 彼女 は、 この 土地へ 着く 早々、 しきりに 

退屈 を訴 へました。 そして、 土曜日の 晚を 待ち遠しが 

つて ゐ ました。 土曜の 晚に は、 パリから、 ー晚 泊り で 

彼女の 夫が 来る 害に なって ゐ るので す。 

余談です が、 パリな どで は、 夏になる と、 細君 や 子 

供 を 避暑地に やって 置いて、 夫 は、 土曜日の 晚 から 日 

曜へ かけて そこへ 出掛けて 行く 風習が あります。 土曜 

の 午後、 パリの 各 1: 車 場に は、 さう いふ 夫た ち を 運ぶ 



方 はどう」 など、 問 ひかけ るので した。 そして、 私に 

は、 時々 例の 微笑 を 送る こと を 忘れない のです。 

私 は、 丁度 一人で 歩いて ^ もゐる やうに、 黙って、 

自分 だけの 幻想 を 楽しみながら、 静かに 歩 を 運んで ゐ 

ました。 

彼女の ぎごちない 笑 ひ 声の みが、 時々 私の 頭 を搔き 

乱す 外、 海浜の 暮色 は、 常の 如く、 私の 心 を 超 実在の 

世界へ 導く のでした。 

あの 水の 底に、 もっと 美しい、 そしても つと 自由な 

女 を 見て ゐ るので す。 その 女 は、 私に 救 ひ を 求める 代 

りに、 私 を さし 招いて ゐる やうに 思 はれる のでした。 
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